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井戸

６
月
４
日(

土
）
『
国
道
２
６
６
号

望
薩
峠
拡
幅(

２
工
区
）
開
通
式
典
』

が
棚
底
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
会
室
で
開
催
さ
れ
、
約
５
０

人
が
出
席
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
倉
岳
小
学
校
の

６
年
生
が
、
伝
統
芸
能
「
宮
田
棒
踊

り
」
を
披
露
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
山

伏
が
金
剛
杖
を
武
士
が
刀
を
持
っ
て

戦
う
姿
を
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
で

表
現
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

田
嶋
副
知
事
が
「
物
流
や
観
光
、
救
急

搬
送
な
ど
に
利
便
性
が
増
し
、
東
海

岸
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
」
な

ど
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、

馬
場
市
長
や
金
子
総
務
大
臣
な
ど
多

数
の
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

式
典
終
了
後
は
、
会
場
を
鳴
川
に

移
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
が

あ
り
、
午
後
１
時
半
か
ら
一
般
車
両

が
供
用
開
始
と
な
っ
た
。

今
回
の
開
通
区
間
は
、
２
工
区(

２
、

１
㌔
）
の
う
ち
で
未
完
成
だ
っ
た
倉

岳
側(

尾
串
）
の
０
、
９
㌔
。
こ
れ
ま
で

道
幅
が
狭
く
ク
ネ
ク
ネ
し
た
道
路

だ
っ
た
が
、
片
側
１
車
線
で
急
カ
ー

ブ
も
緩
や
か
に
な
り
、
東
海
岸
を
利

用
す
る
市
民
に
と
っ
て
は
、
利
便
性

が
向
上
し
、
倉
岳
、
龍
ヶ
岳
間
が
す

ご
く
近
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
国
道
２
６
６
号
望
薩
峠

拡
幅
工
事
開
通
式
』

倉
岳
地
区
公
民
館
と
栖
本
地
区
公

民
館
の
共
催
で
「
ふ
る
さ
と
倉
岳
学
講

座
Ⅰ
」
が
、
六
月
十
二
日(

日)

棚
底
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ー
集
会
室
で
開

催
さ
れ
、
二
三
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

講
座
は
二
部
構
成
で
、
前
半
は
、
天

草
文
化
協
会
の
鶴
田
耕
治
会
長
か
ら

「
義
民
・
永
田
隆
三
郎
を
語
る
～
今
蘇

る
思
想
と
農
民
を
思
う
熱
い
想
い
～
」

の
講
話
、
後
半
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ま

く
さ
エ
ン
ジ
ョ
イ
」
並
び
に
「
義
民
・

永
田
隆
三
郎
伝
承
館
」
代
表
の
梅
川
定

喜
氏
か
ら
「
義
民
・
永
田
隆
三
郎
伝
承

館
の
紹
介
活
動
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
話
で
は
江
戸
時
代
の
天
草
で
起

こ
っ
た
百
姓
一
揆
の
社
会
的
背
景
や

形
態
、
弘
化
四
年
の
大
一
揆
、
永
田
隆

三
郎
の
人
間
像
に
つ
い
て
、
紹
介
で
は

伝
承
館
開
設
の
い
き
さ
つ
や
現
在
の

紹
介
活
動
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
る
出
席
者
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
現
在
の
豊
か
な
生
活
は
先
人
の
数
々

の
偉
業
の
上
に
成
り
立
ち
、
今
を
生
き

る
人
間
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
考

え
さ
せ
ら
れ
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
述
べ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
倉
岳
学
講
座
Ⅰ
」

が
開
催
さ
れ
る
！

倉
岳
地
区
公
民
館
長

木
村
臣
進

上部が倉岳側（尾串）＝県のパンフレットから

金子総務大臣＝祝辞天草市長＝挨拶 宮田棒踊り＝倉小6年生

天草文化協会、鶴田会長の講演梅川代表の活動を聞く参加者

第
２
回

公
民
館
全
体
講
座

鶴田会長「義民・
永田隆三郎を語る」
～今、蘇る思想と農
民を思う熱い想い～
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今月の石垣散策トイレ掃除当番
地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

７月 ３日（日）町内一斉避難訓練

７月１５日（金）防犯パトロール

７月１７日（日）棚底城跡草刈作業

７月３１日（日）世代間交流事業

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚底城跡の発掘調査では、たくさんの焼き物が出土し、これらのほとんど

が外国産のものだったので、注目を浴びました。

ところで、皆さんは日本の焼き物についてどのくらいご存じでしょうか？高

浜焼や瀬戸焼など聞いたことがある方もいらっしゃると思います。

この度、本渡歴史民俗資料館で７月２日（土）～９月４日（日）まで企画展

「はじめてのせともの」を開催することとなりました。日本を代表する焼き物

「せともの」を中心に、縄文土器から明治時代の焼き物を市と交流連携して

いる愛知県瀬戸市から特別に借用し、展示します。
夏休みの時期に涼しい資料館へ焼き物を鑑賞しにきませんか？

（天草市文化課 宮崎）【棚底地区コミュニティセン
ターや支所にポスターを
掲示しています】

～「はじめてのせともの」へお越しください～

「
天
草
の
自
然
を
考
え
る
講
演
会
」

が
５
月
２
９
日(

日
）
天
草
市
民
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
振
興
会

か
ら
会
長
ら
３
人
が
参
加
し
た
。

前
半
は
、
天
草
市
観
光
文
化
課
鵜
飼

学
芸
員
が
、
天
草
の
地
形
と
そ
れ
に
伴

う
、
自
然
遺
産
を
は
じ
め
、
人
と
文
化

の
営
み
で
保
全
さ
れ
た
自
然
資
源
を

活
用
し
た
取
り
組
み
で
、
２
市
１
町
が

連
携
、
推
進
し
て
い
る
「
海
に
う
か
ぶ

博
物
館
あ
ま
く
さ
」
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
、
熊
大
大
学
院
先
端
科
学

研
究
部
、
松
田
教
授
が
「
い
か
に
し
て

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
か
？
」
～
天

草
諸
島
の
特
徴
と
自
然
災
害
～
と
題

し
て
講
演
さ
れ
た
。

教
授
は
、
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
地

震
や
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
の
事
例
を

基
に
災
害
が
起
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
説
。
「
ど
う
す
れ
ば
自
然
災
害
か
ら

身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
天
草
の

地
形
や
地
質
、
気
象
な
ど
を
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
た
。

どうすれば自然災害から
身を守れるか？

６
月
５
日(

日
）
倉
岳
町
内
一

斉
に
『
一
日
一
汗
運
動
』
を
実
施

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
環
境
庁
が

毎
年
、
６
月
を
「
環
境
月
間
」
と

定
め
実
施
し
て
い
る
の
に
合
わ

せ
、
町
内
で
も
清
掃
活
動
を
通

し
て
集
落
の
景
観
保
持
と
環
境

問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
今
に
も
雨
が
降
り

そ
う
な
天
気
の
中
、
曙
地
区
で

は
、
朝
６
時
か
ら
住
民
ら
が
草

刈
機
や
鎌
な
ど
持
参
し
、
道
路

沿
い
や
空
き
地
の
草
払
い
、
花

壇
の
除
草
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

お
陰
様
で
、
作
業
後
は
見
違

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆

さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集めた草をトラックに積み込む地域住民＝曙

講演会前の馬場市長（左）と松田教授


